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【資料２－１】 

加東市立学校におけるいじめ問題防止活動実施報告書 

 

１ 実施報告 

学校名 取組名 

社学園小学校・中学校 ぽかぽかキャンペーン ～ あったか～い社学園 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 活動内容 

（１）目的 

児童生徒が自分自身の頑張りや、周囲の人のよい行動に目を向け、互いを認め合

うことで、いじめのない温かい学園の雰囲気をつくる。 

（２）内容 

①自分の頑張りや、友達・周囲の人のよい行動を見つけ、付箋に記入し、各クラ  

スに掲示した模造紙に貼付した。 

②各クラスで５枚の「ベストペタ褒め」を選出し、昇降口および交流棟に掲示する

ことで、全校で共有した。 

③中学生が小学校へ出向き、ぽかぽかキャンペーンの趣旨を説明するとともに、い

じめのない温かい学園づくりについて啓発活動を行った。その後、全校児童生徒

からポスターおよび活動スローガンを募集した。ポスターはすべて校内各階に掲

示し、スローガンについては全学年の意見を踏まえ、「あったか～い社学園」に

決定した。 

 （３）実施期間 

第１回 ７月７日（月）～１１日（金） 

第２回 １２月１５日（月）～１９日（金） 

 

 

 

 



３ 成果と課題 

（１）児童生徒の感想 

・自分でできたことや頑張ったことを付箋に書くときに一日を振り返ることがで

きたので、やってよかったし、達成感を味わうことができた。また、友達がして

くれてうれしかったことや、みんなが頑張っていたところに目を向け、付箋に書

くことで、普段気づかなかった友達のよさを知ることができた。 

・ぽかぽかキャンペーンでは、さらに注意して友達のよいところや優しいところを

見つけることができました。友達にしてもらったことや優しさを見つけたことで

自分の気持ちがうれしくなりました。また、よいところを見つけたことでさらに

友だちと仲良くなって話しやすくなったと思います。 

・普段話さない子と話すきっかけになりました。「ぽかキャン」を書くために、ア

ンテナを張って友だちのよいところを探しました。何枚も書いている子もいてよ

かったです。 

（２）成果 

・中央委員が小学校棟を訪問し説明を行うなど、小中の連携を図ることで、学園全

体の交流の機会を設けることができた。 

・付箋に自分や周りの人のよいところを記入する活動を通して、自己肯定感や他者

のよさを認め肯定する力を高め、クラスや学年の温かい雰囲気づくりにつなげる

ことができた。 

・第１回活動後、中央委員で振り返りを行い、課題を整理した上で第２回の活動に

活かした。具体的には付箋の記入が一部の生徒に偏っていた点を改善するため、

朝の ST で付箋を配布し、全員が参加しやすい工夫を行った。 

・各クラスで「ベストペタ褒め」を選出し掲示物を作成したほか、９学年全体でボ

ランティアを募ってポスターを制作・掲示するなど、児童生徒が主体的に取り組

める活動となった。 

（３）課題 

・付箋の内容が抽象的になりがちなため、児童生徒がより具体的な行動や場面を記

入できるような支援や工夫が必要である。 

・ベストペタ褒めの掲示にとどまらず、活動の振り返りやまとめを行い、その価値

を共有することで、学年やクラスを超えた交流へと発展させていく必要がある。

今後も学園全体への啓発を継続し、より一層、温かく笑顔あふれる、いじめのな

い学園の雰囲気づくりにつなげていきたい。 



【様式２－２】 

加東市立学校におけるいじめ問題防止活動実施報告書 

 

１ 実施報告 

学校名 取組名 

滝野南小学校 広げよう あいさつの 輪  つながろう 南っ子の 和 

・「自元明＋心」のあいさつ運動を通して、子ども同士

だけでなく、地域の方にもあいさつの輪を広げ、思

いを伝えようと取り組んだ 

・たてわり班活動や全校集会を通して、全校生で友達

を思いやり合える和の心を育てようとした 

 

２ 成果と課題 

（１）児童の感想 

①あいさつリレー交流 

・いっしょにあいさつをして、２回目の方がし 

っかりできたので、１回でやりたい 

   ・登下校ではあいさつの声が小さくなるから、 

    どこでもがんばれるようにしたい 

   ・プラス一言でありがとうの気持ちを伝えられ 

るようにしたい 

 ②たてわり班活動 

   ・低学年に作り方を教えることができた 

   ・協力して、ゲームをクリアした 

   ・下級生が楽しんでくれて、うれしい 

 

（２）成果 

・地域の方への一言が言える児童が増えてきて 

いる 

   ・毎週たてわり班活動をすることで、他学年の 

    友達とのかかわりが増え、名前を覚え、つな 

    がりが強くなっている 

   ・計画に基づき、運動、制作、遊びなど、多様 

な活動を取り入れることで、楽しむことがで 

きている 

   ・６年生は、他の班の下級生のことも気にかけ 

    られるようになった 

・プラスのつながりを築くことで、偏見や陰口 

 が起こりにくい 

・たてわり班そうじや草引きで、黙々と作業す 

る文化が根付いてきている 

 

（３）課題 

・あいさつは、月目標で取り組むと啓発が進 

み、多くの児童がプラス一言を意識するが、目標期間が終わ

ると、声が小さくなってしまう 

あいさつリレー交流 

たてわり班七夕飾り作り 

たてわり班対抗リレー 

たてわり班そうじ 

南っ子フェスティバル 


